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今回の補正予算は、東日本大震災の発生を受けて、緊急に実施すべき復興支援・防災

対策や三重の元気を支える雇用・経済対策を推進するとともに、「骨格的予算」として

編成した当初予算を年間総合予算とするための「肉付け」を行います。 

 
 
 
 
 
  東日本大震災の発生を受け、東日本への復興支援や津波被害を受けた県内水産業へ
の支援、緊急に取り組むべき防災対策等を推進します。こうした新たな課題に対応す
るため、特例的な給与の減額を実施します。 

  また、浜岡原子力発電所の停止等を踏まえ、将来に向けたエネルギー対策について
検討し、取組を進めます。 

 
 
 
 
 
  本県が震災後の日本経済の牽引役となるよう、震災による県内の雇用・経済への影
響を最小限に抑え、今後の回復を支えるため、被災地の支援につながる取組も含め、
必要な対策を実施します。 

 
 
 
 
 
  日本一、幸福が実感できる三重をめざして、新しい県政ビジョンの策定や行財政改
革の推進に取り組むとともに、 
・ 安全で安心して暮らすことのできる三重 
・ 人と地域が輝き、能力や個性を生かすことのできる三重 
・ 働く機会に恵まれ、産業や経済が活発な活力ある三重 

の３つの方向性に沿って政策を展開していきます。 
  また、平成２３年度当初予算は、「骨格的予算」として編成したことから、年間総
合予算とするため、政策的な新規事業や公共事業等について「肉付け」を行います。 

 

 
平成２３年度６月補正予算(一般会計)のポイント 
 

１ 東日本大震災をふまえた防災・エネルギー対策 

２ 三重の元気を支える雇用・経済対策 

３ ２３年度の政策展開 ～日本一、幸福が実感できる三重をめざして～ 
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（３）地震被災農業経営者等緊急受入・定着支援事業費（農水商工部）  30,000 千円 
 

東日本大震災に見舞われた農業経営者等が、県内で農業経営を開始する際に必要な経費

に対する支援や経営安定化に向けた技術指導等を行う。 

 

 

 

〈県内水産業への支援〉 

 

（４）定置網災害復旧事業費（農水商工部）             228,834 千円 
 

東日本大震災にかかる津波により被害を受けた定置網の復旧事業に要した経費に対して

支援する。 

 
 
 
（５）養殖施設災害復旧事業費（農水商工部）            350,657 千円 

 

東日本大震災にかかる津波により被害を受けた養殖施設の復旧事業に要した経費に対し

て支援する。 

 
 
 
（６）東日本大震災津波被害の養殖業復興事業費（農水商工部）     22,760 千円 
 

東日本大震災により被害を受けた養殖業の緊急かつ総合的な復興・再生を図るため、災

害に強い新たな養殖生産体制の構築や販路拡大等の取組に対して支援を行う。 

 

 

 

〈防災対策等〉 

 
（７）わかりやすい防災情報提供事業費（防災危機管理部）       31,300 千円 

 

東日本大震災で発生した規模の津波に対応するため、新たに津波浸水予測調査を実施し、

県内の津波被害対策を検討する。また、身近な河川の水位情報を防災メールで提供する。 
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（８）地域減災対策推進事業費（防災危機管理部）          163,000 千円 
 

市町が実施する津波避難施設、津波避難路、衛星携帯電話の整備などの津波避難対策事

業等に対して支援する。 

 
 
 
（９）防災人材育成・活用事業費（防災危機管理部）          15,272 千円 

 

児童生徒、保護者、地域住民が災害時にとるべき避難行動を正しく理解するとともに、

地域における防災活動の推進を図るため、子どもと大人が共に学ぶ実践型訓練を実施する。 

 
 
 
（10）災害から子どもを守る学校・家庭・地域連携促進事業費（教育委員会）19,237 千円 

 

災害から子どもを守り、安全・安心の中で子どもを育む地域社会づくりをめざすため、「子

ども防災ノート(仮称)」を作成し、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校全ての児童

生徒に配布し、これを活用した防災教育を実施する。 

 
 
 
（11）待ったなし！耐震化プロジェクト（県土整備部）         96,000 千円 

 

住宅の耐震化を促進するため、これまで実施してきた木造住宅耐震補強工事の支援を拡

充するとともに、県内事業者が施工者となり、耐震補強工事と合わせて実施するリフォー

ム工事に対して支援する。 

 
 
 
（12）障がい者福祉施設耐震診断補助事業費（健康福祉部）       14,800 千円 

 

昭和５６年の新耐震基準導入以前に建築された民間障がい者福祉施設の耐震診断に要す

る経費に対して支援する。 

 
 
 
（13）高齢者関係施設耐震診断補助事業費（健康福祉部)        36,284 千円 
 

昭和５６年の新耐震基準導入以前に建築された高齢者関係施設の耐震診断に要する経費

に対して支援する。 
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（14）地震対策にかかる公共事業                 5,395,362 千円 
 

東日本大震災を踏まえ、県単公共事業において、河川・海岸施設など既存施設の緊急総

点検を実施する。また、一般公共事業、県単公共事業、国直轄事業負担金において、橋梁

耐震対策や耐震堤防整備などの地震対策を実施する。 

 
 
 
 
 
〈エネルギー対策〉 
 
（15）新エネルギー普及促進事業費（政策部）             64,000 千円 

 

新エネルギーの導入促進と防災力向上のため、市町が実施する避難施設への太陽光・蓄

電システム導入に対して支援するとともに、家庭での小型風力発電・バイオマス熱利用等

の新エネルギー導入に対して支援する。 

 
 
 
（16）クリーンエネルギーバレー構想検討調査事業費（農水商工部）   4,018 千円 

 

クリーンエネルギー関連企業の育成やクリーンエネルギーに関わる産業、研究開発機関

の誘致・集積をめざすため、クリーンエネルギーバレー構想の検討を実施する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２３年度６月補正後 14,598,773 千円（対前年度当初１８．４％の増） 
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（３）総合的がん対策推進事業費（健康福祉部）            11,262 千円 
 

がん予防やがん診療体制の充実につなげるため、地域がん登録を実施する。 

 
 
 
（４）みえライフイノベーション推進事業費（健康福祉部）       23,000 千円 
 

医療・福祉産業の振興と医療・福祉現場の作業環境の改善や高齢者・障がい者の生活の

質の向上を図るため、医療現場や福祉・介護現場で必要とする医療機器、介護・福祉機器

等の開発のしくみを構築し、製品開発を支援する。 

 
 
 
（５）聴覚障害者支援センター設置事業費（健康福祉部）        42,065 千円 

 

聴覚障がい者の自立と社会参加を促進するため、情報保障や相談支援などを総合的に行

う「三重県聴覚障害者支援センター（仮称）」を設置する。 

 
 
 
（６）犯罪の起きにくいまちづくりに向けた環境整備事業費（警察本部） 25,517 千円 

 

安全で安心な公共空間を確保するため、街頭犯罪の多発する地域に街頭緊急警報装置を

設置する。また、大学生等のボランティアとともに非行少年の居場所づくりを実施する。 

 
 
 
（７）「ごみゼロ社会」実現推進事業費（環境森林部）          6,126 千円 

 

事業系一般廃棄物の再生利用率を向上させるため、食品リサイクルループに係る認定制

度を構築する。また、学校やＮＰＯと連携して、食に重点をおいたごみの減量に向けた普

及啓発を実施する。 
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◆◆  人人とと地地域域がが輝輝きき、、能能力力やや個個性性をを生生かかすすここととののででききるる三三重重にに向向けけてて  

 

（１）「美
うま

し国おこし・三重」推進事業費（政策部）          43,240 千円 

「テーマに基づき全県的に取り組む美し国おこし」において、これまでの取組に加え、

「地域の誇り・地域の夢」を新たなテーマとして、全県的・広域的なさまざまな歴史や逸

話・謂われなどの「物語」を掘り起こすテーマプロジェクトを展開する。また、平成２６

年度の集大成イベントに向けた実施計画の策定調査等を行う。 

 
 
 
（２）私立高等学校等振興補助金（生活・文化部）         1,804,513 千円 

 

公教育の一翼を担っている私立学校（小・中・高等学校）において、建学の精神に基づ

く個性豊かで多様な教育が推進されるよう、学校運営にかかる経常経費に対して支援する。

（平成２３年度当初予算では前年度当初予算額の６０％程度を機械的に計上） 

 
 
 
（３）子どもの育ち理解促進事業費（健康福祉部）           88,395 千円 

 

三重県子ども条例に基づき、子どもが豊かに育つことができる地域社会づくりを推進す

るため、子ども条例の普及啓発、子どもの育ちにかかる調査等を実施する。 

 
 
 
（４）子ども専用電話相談事業費（健康福祉部）            13,078 千円 

 

三重県子ども条例に基づき、子どもからの相談に対応する窓口として、子ども専用の相

談電話を設置する。 

 
 
 

◆◆  働働くく機機会会にに恵恵ままれれ、、産産業業やや経経済済がが活活発発なな活活力力ああるる三三重重にに向向けけてて  

 
（１）三重すごいやんか大賞事業費（農水商工部）           2,000 千円 

 

地域や産業を元気にするため、三重県のものづくり、食、観光など、全国、世界に通じ

る「すごい」取組の選定にかかる検討を行う。 
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（２）大都市圏・海外市場販路拡大支援事業費（農水商工部）      12,370 千円 
 

三重県のブランド力向上に向けて、首都圏における戦略拠点のあり方を調査するととも

に、事業者とのネットワーク構築の実証を通じて、県の認知度向上と県産品の流通拡大を

めざす。 

 
 
 
（３）「旅ごころ誘う三重奏」誘客戦略推進事業費（農水商工部）    15,000 千円 
 

観光資源を生かし、地域が主体となって企画した旅行商品等の流通・販売を促進するた

め、「新たな集客・交流のしくみ」として、旅行会社等の事業者に向けた営業拠点づくりや

トライアルショップを活用した今後の観光ＰＲ事業等を検討する。 

 
 
 
（４）次世代自動車関連産業調査・開発支援事業費（農水商工部）    15,955 千円 

 

自動車メーカー・関連企業、有識者、関係機関等と県内自動車産業の今後の方向性等の

調査を行うとともに、既に対応が求められている軽量化や省エネ化などにかかる研究会を

開催し、県内中小企業等における自動車関連の新製品、新技術の開発を促進する。 

 
 
 
（５）メイド・イン・三重ものづくり推進事業費（農水商工部）     77,891 千円 

 

中小企業等の経営戦略などを踏まえ、その業態や段階に応じて取り組む事業活動（新技

術・新商品・新サービスの研究開発、マーケティング、販路開拓、試作等）を幅広く支援

することで、ものづくり中小企業の高付加価値化を促進する。 

 
 
 
（６）みえフードバレー調査事業費（農水商工部）           3,500 千円 

 

三重県の豊富な農林水産物や県内企業が持つ独自技術を活用した「食」に関する産業集

積をめざすため、三重県版フードバレー創設の可能性について調査を行う。 
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（７）「もっと県産材を使おう」推進事業費（環境森林部）       16,062 千円 
 

林業・木材産業の再生のため、「三重の木」認証材や「あかね材」認証材をはじめとする

県産材の市場拡大と出荷額拡大を図る。 

 

 

 

◆◆  公公共共事事業業  

（平成２３年度当初予算では前年度当初予算額の７０％程度を機械的に計上） 

                            〔再掲事業含む〕 
 
（１）一般公共事業                       8,731,996 千円 

 

道路事業で 3,689,722 千円、農業農村事業で 1,510,893 千円、砂防事業で 829,775 千円、

森林山村事業で 663,824 千円をそれぞれ増額するなど、あわせて 8,731,996 千円を増額補

正する。 

 
 
 
 
 
（２）県単公共事業                       8,133,345 千円 

 

道路事業で 4,949,535 千円、森林山村事業で 737,854 千円、河川事業で 650,959 千円、

農業農村事業で 584,948 千円をそれぞれ増額するとともに、東日本大震災を踏まえた既存

施設の緊急総点検事業 390,400 千円を実施するなど、あわせて 8,133,345 千円を増額補正

する。 

 

 
 

 

 
（３）国直轄事業負担金                     6,539,356 千円 

 
道路事業で 5,462,186 千円、河川事業で 1,013,462 千円をそれぞれ増額するなど、あわ

せて 6,539,356 千円を増額補正する。 

 

平成２３年度６月補正後 33,653,649 千円（対前年度当初 ２．４％の減） 

平成２３年度６月補正後 24,876,080 千円（対前年度当初 ９．３％の増） 

平成２３年度６月補正後 20,552,475 千円（対前年度当初 ２．９％の減） 


